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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

（６）

ゴールドパス（高齢者用バス定期券）等の出張販売
高齢者等の外出支援

■問本所地域振興課内「鶴岡市地域公共交通活性化協議会」事務局☎内線522または庄内交通㈱☎22‐2600へ

会　場 日　時
上郷コミュニティセンター 7月18日○水14：00～15：00
三瀬コミュニティセンター 7月12日○木14：00～15：00
小堅コミュニティセンター 7月25日○水10：30～11：30
由良コミュニティセンター 7月25日○水13：30～14：30
加茂コミュニティセンター 7月10日○火14：00～15：00
湯野浜コミュニティセンター 7月５日○木14：00～15：00
大山コミュニティセンター 7月23日○月10：30～11：30
西郷地区農林活性化センター 7月13日○金14：00～15：00
市役所藤島庁舎市民ホール 7月12日○木10：00～12：00
やまぶし温泉「ゆぽか」 7月11日○水17：00～19：00
くしびき温泉「ゆ～Town」 7月13日○金10：00～12：00
かたくり温泉「ぼんぼ」 7月10日○火10：00～12：00
温海ふれあいセンター 7月９日○月10：00～12：00

会　場 日　時
市役所本所１階市民ホール 7月17日○火10：00～12：00
第一学区コミュニティ防災センター 7月５日○木10：30～11：30
第二学区コミュニティ防災センター 7月20日○金10：30～11：30
第三学区コミュニティセンター 7月11日○水10：30～11：30
第四学区コミュニティセンター 7月６日○金10：30～11：30
第五学区コミュニティ防災センター 7月19日○木10：30～11：30
第六学区コミュニティ防災センター 7月20日○金14：00～15：00
斎コミュニティ防災センター 7月６日○金14：00～15：00
黄金コミュニティ防災センター 7月17日○火14：00～15：00
湯田川コミュニティセンター 7月19日○木14：00～15：00
農村センター（大泉） 7月24日○火10：30～11：30
京田コミュニティ防災センター 7月９日○月14：00～15：00
栄コミュニティ防災センター 7月26日○木10：30～11：30
田川コミュニティセンター 7月23日○月14：00～15：00

■出張販売会場・日時

　「70歳以上の方」と「運転免許の全てを自主返納した方」のバス定期券購入に補助します。次のとおり出張
販売をしますので、ぜひご利用ください。

■購入時に必要な物
▷高齢者用定期「ゴールドパス」
　　　　　　　　　　　　　　　
▷運転免許証返納者割引定期券　
※顔写真が準備できない方のために、その場で撮影も行います。
※各定期券は代理の方でも購入できます。対象の方の上記「購入時に必要な物」をお持ちください。

…顔写真（縦約2.5cm×横約2.0cm）、保険証などの住所・年齢を証明でき
　るもの
…顔写真（縦約2.5cm×横約2.0cm）、運転経歴証明書

　

毎
年
5
月
25
日
の
鶴
岡
天
神
祭
。
今
年
は

新
し
い
試
み
と
し
て
、
前
日
に
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡
を
会
場
と
し
た
宵
祭
が
行
わ
れ
、
羽
黒

高
校
美
術
部
の
皆
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
く

れ
た
大
絵
馬
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
山
車
が
お

披
露
目
さ
れ
た
。

　

華
や
か
な
パ
レ
ー
ド
や
翌
日
ま
で
軒
を
並

べ
た
屋
台
も
楽
し
み
だ
が
、
祭
り
の
原
点
は
、

菅
原
道
真
公
を
祀ま
つ

る
鶴
岡
天
満
宮
に
あ
る
。

都
か
ら
太
宰
府
に
配
流
さ
れ
た
道
真
公
を
慕

う
人
々
が
別
れ
を
惜
し
み
、
姿
を
変
え
、
顔

を
隠
し
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
と
い
う
言
い

伝
え
が
、
街
中
を
歩
く
編
み
笠
化
け
も
の
姿

と
し
て
今
に
伝
わ
る
。
正
に
東
北
の
奇
祭
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
祭
り
だ
。

　

本
祭
の
朝
、
天
満
宮
で
執
り
行
わ
れ
た
厳

か
な
祭
祀し

に
参
列
す
る
と
、
境
内
に
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
医
学
部
の
先
生
が
ご
夫
婦
で
祭
り

見
物
に
来
ら
れ
て
い
る
、
と
同
席
し
た
方
が

教
え
て
く
れ
た
。
傍
ら
に
は
出
羽
庄
内
国
際

村
か
ら
派
遣
さ
れ
た
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通

訳
と
し
て
同
行
さ
れ
て
い
た
。
私
が
度
胸
だ

け
の
英
語
で
語
り
掛
け
る
と
、
日
本
は
13
回

目
だ
と
言
う
。
こ
れ
ま
で
は
九
州
な
ど
を
旅

行
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
初
め

て
東
北
へ
。
２
週
間
ほ
ど
の
滞
在
の
中
に
鶴

岡
を
組
み
込
ん
で
く
れ
た
の
だ
。

　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
今
や
年
間
３
、

０
０
０
万
人
に
迫
り
、
２
０
２
０
年
に
は
４
、

０
０
０
万
人
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
国
際

運転免許証返納者
割引定期券 １か月券 2,500円（通常料金１万円）

高齢者用定期
「ゴールドパス」

１か月券 2,500円（通常料金１万円）
３か月券 7,500円（通常料金２万7,000円）

▽対象者　本市に住民登録がある70歳以上の方

■販売する定期券
　庄内全域の庄内交通㈱バス路線（高速バス等一部路線除く）と市営バス路線が乗降自由の定期券です

▽対象者　本市に住民登録があり、運転免許を自主返納した方で運転経歴証明書をお持ちの方本市に住民登録があり、運転免許を自主返納した方で運転経歴証明書をお持ちの方
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市
政

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会

公
募
委
員
を
募
集

　

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
集
落
排

水
事
業
及
び
浄
化
槽
事
業
の
運
営
等
に
つ
い

て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
10
月
１
日
現
在
で

20
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
・
三
川
町
に
住

民
登
録
が
あ
る
、
ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て

い
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■申
７
月
31
日
○火
ま
で
上
下
水
道
部
総

務
課
☎
23
‐
７
７
３
１
へ
（
郵
送
は
当
日
必

着
）　

■他
市
HP

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

公
募
委
員
を
募
集

　

一
般
廃
棄
物
の
減
量
及
び
再
利
用
の
促
進

等
に
つ
い
て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
７
月
31
日
現
在
で

20
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
の
事
業
所
等
に

勤
務
し
、
そ
の
事
業
所
の
代
表
と
し
て
会
議

に
出
席
で
き
る
（
事
業
主
を
含
む
）　

③
平

日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る　

■申
８

月
１
日
○水
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８

４
８
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■他
市
HP

鶴岡市職員採用試験【平成31年４月１日採用予定】

職員募集

■募集職種・受験資格
▷土木（社会人経験者）…昭和54年４月２日以降に生
　まれ、技術士、技術士補または１級土木施工管理技士
　の資格を有し、民間企業の社員または公務員として設
　計業務、施工管理等の経験が５年以上ある方
▷建築（社会人経験者）…昭和54年４月２日以降に生
　まれ、１級または２級建築士の資格を有し、民間企業
　の社員または公務員として設計業務、施工管理等の経
　験が５年以上ある方
▷病院事務総合職（社会人経験者）…昭和54年４月２
　日以降に生まれ、診療情報管理士の資格を有し、病院
　等医療機関で医療事務（診療情報管理業務、診療報酬
　請求業務等）の経験が５年以上ある方
▷歯科衛生士（短大卒程度）…昭和59年４月２日以
　降に生まれ、歯科衛生士免許を取得している方及び平
　成31年４月までに取得見込みの方
▷初級行政（高卒程度）…平成９年４月２日～13年４
　月１日に生まれた方（４年制大学を卒業した方及び卒
　業する見込みの方を除く）
▷消防士（高卒程度）…平成元年４月２日～13年４月
　１日に生まれ、採用後、鶴岡市に居住でき、普通自動
　車運転免許（ＡＴ車限定を除く）を有する方及び平成
　31年４月末までに取得見込みの方
▷消防士（職務経験者）…昭和54年４月２日以降に生
　まれ、採用後、鶴岡市に居住でき、山形県外で消防士

　としての職歴が３年以上ある現職の方
■試験日時
▷１次試験…９月16日○日午前10時
▷２次試験…１次試験合格者を対象に10月下旬実施予
　　　　　　定
■試験会場
▷土木、建築、初級行政…総合保健福祉センター「にこ♥

　ふる」（２次試験は市役所本所）
▷病院事務総合職、歯科衛生士…荘内病院（２次試験も
　同じ）
▷消防士…消防本部（２次試験も同じ）
■申込み受付
▷７月11日○水～８月９日○木に、申込書を市役所本所職
　員課へ（郵送の場合は８月9日○木までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます
■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課、荘内病院
　総務課及び消防本部総務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請求」
　と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用封筒（宛
　先を明記した角形２号封筒。折り畳んでもかまいませ
　ん）、応募職種・連絡先を記入したメモを同封して、市
　役所本所職員課（〒997‐8601市内馬場町９‐25）へ
▷市HP「人事・職員採用」からダウンロードすることも
　できます

■問本所職員課☎内線327

都
市
で
あ
る
東
京
、
大
阪
、
京
都
が
真
っ
先

に
訪
問
先
に
選
ば
れ
て
き
た
が
、
私
は
、
い

よ
い
よ
地
方
、
田
舎
が
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
だ
、
と
感
じ
た
。
地
方
の
祭
り
・
文
化
・

暮
ら
し
、
観
光
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
あ

り
の
ま
ま
の
日
本
。
ご
夫
妻
を
午
後
に
再
び

お
見
掛
け
し
た
時
に
は
、
奥
様
は
化
け
も
の

姿
に
。
サ
ン
グ
ラ
ス
を
掛
け
た
化
け
も
の
に

「
お
似
合
い
で
す
よ
」
と
声
を
掛
け
、
一
緒

に
写
真
に
納
ま
っ
た
。

　

鶴
岡
市
の
交
流
人
口
は
県
内
の
市
町
村
で

は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
毎
年
６
０
０
万
人
ほ
ど
。

宿
泊
、
買
い
物
な
ど
の
経
済
効
果
は
人
口
減

少
に
立
ち
向
か
う
武
器
と
な
る
。
先
日
、
毎

月
１
回
行
わ
れ
る
市
の
部
課
長
会
議
に
お
い

て
、
全
て
の
部
署
・
職
員
が
も
っ
と
観
光
マ

イ
ン
ド
を
も
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
、
と
指

示
を
し
た
。
例
え
ば
、
6
月
に
開
催
さ
れ
た

マ
タ
ギ
サ
ミ
ッ
ト
。
鳥
獣
被
害
対
策
を
所
管

す
る
農
林
水
産
部
の
仕
事
だ
と
狭
く
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
が
訪
れ
、
鶴

岡
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
機
会
、
つ

ま
り
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
と
い
う

思
い
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
な
の
だ
。

　

天
神
祭
の
パ
レ
ー
ド
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊
り
に
交
じ
っ
て
首
都

圏
鶴
岡
会
の
皆
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。
先
日
、

上
京
の
折
、
同
会
相
談
役
の
渡
部
洋
さ
ん
な

ど
と
お
話
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。「
鶴
岡
駅

に
降
り
立
っ
て
迷
っ
て
い
る
人
に
、
す
ぐ
に

お
薦
め
の
行
き
先
を
伝
え
る
意
気
込
み
を
」。

故
郷
を
愛
す
る
熱
い
気
持
ち
か
ら
、
も
っ
と

鶴
岡
の
魅
力
を
発
信
し
て
ほ
し
い
と
い
う
渡

部
さ
ん
た
ち
の
思
い
に
、
市
と
市
民
が
協
働

で
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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年
金
・
医
療

基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
（
70
歳
以

上
）
及
び
後
期
高
齢
者
の
自
己
負
担
割
合
は
、

毎
年
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年

の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
方
の
自
己
負
担
割

合
は
３
割
で
、
申
請
に
よ
っ
て
１
割
ま
た
は

２
割
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
割
負
担
の
方
に
基
準
収
入

額
適
用
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

同
封
し
た
説
明
書
に
記
載
の
基
準
額
を
下
回

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
７
月
13
日
○金
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
課
税
資
料
で
明
ら
か
に
基
準
額

を
超
え
る
と
判
断
さ
れ
る
方
に
は
、
申
請
書

を
送
付
し
ま
せ
ん
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
証
兼
高
齢
受

給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
鶴
岡
市
国
民
健
康
保
険
証

と
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

○火
で
す
。
８
月
１
日
○水
か
ら
使
用
す
る
保
険

証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族
分
を
ま
と
め
て
７

月
末
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ

た
保
険
証
等
は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
国
保

年
金
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
特
別
徴
収

以
外
の
方
は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は

年
８
回
（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）
で
す　

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
の
軽
減
確
認
証
・
負
担

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

軽
減
確
認
証
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
に
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
手

続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

昨
年
度
該
当
し
な
か
っ
た
方
で
も
、
今
年

８
月
１
日
以
降
に
対
象
要
件
を
満
た
せ
ば
、

確
認
証
、
認
定
証
の
交
付
対
象
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
交
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。　

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が　

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
○火
で
す
。
８
月
１
日

○水
か
ら
使
用
す
る
負
担
割
合
証
は
７
月
末
ま

で
に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
負
担

割
合
証
は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
長
寿
介
護

課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生

活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
免
除

制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

家
族
介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す

■対
要
介
護
認
定
４
ま
た
は
５
（
相
当
と
認
め

ら
れ
る
方
を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
１
年
間
利
用
し
て
い
な
い
寝
た
き
り
高

齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方　

■

支
給
額　

10
万
円　

■持
印
鑑
、
介
護
者
名
義

の
市
内
金
融
機
関
預
金
通
帳　

■申
７
月
２
日

○月
〜
31
日
○火
に
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
30
年
度
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
は
、

平
成
29
年
中
の
本
人
の
所
得
と
家
族
の
30
年

度
の
市
民
税
課
税
状
況
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
介
護
保
険
料
（
年
額
）
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。
保
険
料
の
決
定
方
法
等
は
同
通

知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

同
封
の
「
介
護
保
険
料
の
あ
ら
ま
し
」
と

併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日　

７
月
13
日
○金　

■対
65
歳
以
上
の

方　

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

方
は
、年
金
支
給
月（
４
月
・
６
月
・
８
月
・

10
月
・
12
月
、
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差

し
引
き
ま
す
（
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
へ

の
切
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
）　

▽
普
通
徴
収

都
市
計
画
変
更
等
に
関
す
る

説
明
会
の
開
催

■日
７
月
５
日
○木
午
後
２
時
・
６
時　

■場
市
役

所
本
所
６
階
大
会
議
室　

■内
都
市
計
画
用
途

地
域
・
特
別
用
途
地
区
・
高
度
地
区
の
変
更

（
茅
原
北
）、
都
市
計
画
施
設
の
変
更
（
浄
化

セ
ン
タ
ー
面
積
の
変
更
）、
立
地
適
正
化
計

画
都
市
機
能
誘
導
区
域
の
変
更　

■問
本
所
都

市
計
画
課
☎
内
線
４
６
４

健
康
・
福
祉

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０

よ
い
歯
の
長
寿
賞
の
募
集

　

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
、
優
良
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■対
昭
和
13
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
過

去
に
受
賞
し
た
方
を
除
く
）　

■
応
募
方
法　

７
月
20
日
○金
〜
８
月
20
日
○月
に
市
内
各
歯
科

診
療
所
へ
（
そ
の
場
で
無
料
歯
科
健
診
を
行

い
ま
す
）　

■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
内
線

３
６
４
ま
た
は
市
内
各
歯
科
診
療
所
へ

少
し
早
目
の
帰
宅
で
受
診
で
き
ま
す

サ
ン
セ
ッ
ト
乳
が
ん
検
診

■日
10
月
16
日
○火
・
29
日
○月　

■
受
付
時
間

午
後
４
時
〜
４
時
40
分　

■場
荘
内
地
区
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー　

■対
今
年
度
40
歳
以
上
の
偶

数
年
齢
に
な
る
女
性
各
日
先
着
60
人　

■内
問

診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ　

■費
１
、
２
０
０
円　

■申
８
月
10
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
６
６
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は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
国
保
年
金
課
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
30
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、

平
成
29
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
し
た

確
定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

▼
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以

方
に
は
負
担
割
合
を
記
載
し
た
高
齢
受
給
者

証
も
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
保
険

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

交
付
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○火
で
す
。
８
月
１

日
○水
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

▼
年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し

た
方　

加
入
月
か
ら
月
割
り
で
保
険
料
が
発

生
し
ま
す
。
加
入
月
に
よ
っ
て
期
割
の
計
算
、

納
付
方
法
等
が
異
な
る
の
で
、
保
険
料
額
決

定
通
知
書（
加
入
月
の
翌
々
月
中
旬
に
送
付
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
の
計
算
の
仕
方　

保
険
料
は
、
加

入
者
の
所
得
状
況
、
世
帯
構
成
に
よ
っ
て
異

な
り
、
皆
さ
ん
か
ら
平
等
に
負
担
し
て
も
ら

う
均
等
割
額
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て

も
ら
う
所
得
割
額
を
合
わ
せ
て
計
算
し
ま
す
。

今
年
度
の
均
等
割
額
は
１
人
年
額
４
万
１
、

1
０
０
円
、
所
得
割
率
は
８
・
０
１
％
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
○火
で
す
。
８
月
以
降
も
引
き

続
き
該
当
す
る
方
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
と
一
緒
に
お
送
り
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
現
在
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る　

②
平
成
30
年
度
の
市
民
税

が
非
課
税
の
世
帯　

③
同
一
世
帯
内
に
所
得

の
未
申
告
者
が
い
な
い

　

た
だ
し
、現
在
の
負
担
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」

で
長
期
入
院（
１
年
間
で
91
日
以
上
の
入
院
）

に
該
当
し
て
い
る
方
は
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。
６
月
下
旬
に
申
請
書
類
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６
ま
た
は

上
で
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
な
い
方
は
、原
則
、年
金
支
給
月
（
４
月
・

６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
、
来
年
２
月
）

に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。
口
座
振
替
に

変
更
可
（
市
役
所
へ
の
申
請
が
必
要
）　

▽

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、
介
護

保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計

額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
及
び

年
金
受
給
額
が
18
万
円
未
満
の
方
は
納
付
書
、

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は

年
８
回
（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）
で
す

医療費一部負担金の限度額適用と食事代の減額
国民健康保険

■申本所国保年金課☎内線164または各地域庁舎市民福祉課へ

　国民健康保険に加入している方
は、申請によって医療費と食事代
が以下のとおりになります。
　現在入院中の方や医療費が高額

になる予定の方等、認定証が必要
な方は申請してください（認定証
は申請月の初日から適用）。

▼共通　
■持保険証、印鑑、申請対象者のマ
イナンバーカードまたは通知カー
ド、手続きに来庁される方の本人
確認書類（運転免許証等）　 ▽次
は該当する方のみ…国保高齢受給
者証、過去12か月以内の入院日
数が90日を超える場合はそれを
証明する書類（領収書等）、今年
１月１日現在、本市に住民登録が

なかった方は所得を証明する書類　
■他認定証がない場合でも、医療機
関等の窓口で自己負担限度額を超
えて支払った分の医療費は、高額
療養費として給付されます。該当
者には診療月から２・３か月後に
はがきで連絡しますので、申請し
てください。

▼ 70歳未満の方
区　分 自己負担限度額（外来+入院）

所得901万円超 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％
所得600万円超901万円以下 167,400円＋（医療費－558,000円）×１％
所得210万円超600万円以下 80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
所得210万円以下 57,600円
市民税非課税 35,400円

▼ 70歳以上の方

区　分
自己負担限度額

外来のみ 外来+入院
課税所得690万円以上（※） 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％
課税所得380万円以上690万円未満 167,400円＋（医療費－558,000円）×１％
課税所得145万円以上380万円未満 80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
一般世帯（※） 18,000円 57,600円
市民税非課税世帯 8,000円 24,600円
市民税非課税世帯 
（所得等要件有） 8,000円 15,000円

※認定証なし

▽入院時の食事代　１食460円。市民税非課税世帯は１食210円（入院
91日以降は申請の翌月から160円。無所得世帯等、
一定の要件を満たす方は初日から100円）。療養病
床に入院する場合は異なります
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各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

20
歳
前
障
害
や
福
祉
年
金
移
行
の
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
所
得
状
況
届
」「
障

害
状
態
確
認
届（
診
断
書
）」「
現
況
届
」｢

生

計
維
持
確
認
届｣

を
送
付
し
ま
す
。
７
月
31

日
○火
ま
で
に
本
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
受
給
に
支
障

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
所
得
状
況
届　

毎
年
提
出
が
必
要
な
も
の

で
す
（
現
況
届
の
提
出
が
不
要
な
方
も
、
所

得
状
況
届
の
提
出
は
必
要
）。
一
定
額
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
、
年
金
の
一
部
ま
た
は

全
額
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

▼
障
害
状
態
確
認
届
（
診
断
書
）　

引
き
続

き
障
害
等
級
に
該
当
す
る
か
を
確
認
す
る
た

め
に
提
出
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
や
心
電
図
の
提
出
が
必
要
な

方
は
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
況
届　

引
き
続
き
年
金
を
受
給
す
る
資

格
が
あ
る
か
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
提
出

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
日
本
年

金
機
構
に
住
民
票
コ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
申
し
出
た
方
は
、
現
況
届
の
提
出
は

原
則
不
要
で
す
。

▼
生
計
維
持
確
認
届　

加
算
額
対
象
者
の
い

る
方
が
加
算
額
を
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め

に
、
生
計
維
持
関
係
の
証
明
を
し
て
も
ら
う

も
の
で
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

２
点
以
内
）

▼
作
文　

■対
中
学
生　

■内
税
に
関
す
る
内
容

で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０
０

字
以
内
）

▼
共
通　

■申
８
月
30
日
○木
ま
で
本
所
納
税
課

☎
内
線
２
１
９
へ　

■他
入
賞
者
に
賞
状
と
副

賞
を
進
呈

生
活
・
そ
の
他

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
理
解
を

　

７
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防

除
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、

作
業
中
の
農
地
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
早
朝
や
夕
方
を
中
心
に

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
作
業
音
等
へ
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

夏
の
身
近
な
風
物
詩
の
お
も
ち
ゃ
花
火
。

お
も
ち
ゃ
と
は
い
え
、
原
料
は
火
薬
で
す
。

安
全
に
楽
し
む
た
め
、
注
意
書
や
使
用
法
を

よ
く
読
み
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い　

▽
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い　

▽
風
の

強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い　

▽
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る　

▽
大
人
と
一
緒
に

税平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
加
入
者
、

所
得
等
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
同
封
の
「
国
民
健
康
保
険
税
の
し
お

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日　

７
月
13
日
○金　

■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、

年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月

・
12
月
、
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引

き
ま
す　

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
）
…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は

年
９
回
（
７
月
〜
来
年
３
月
の
毎
月
）
で
す　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
５

市
税
等
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

不
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

■
公
売
方
法　

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
入
札

■
参
加
申
込
み　

7
月
５
日
○木
午
後
１
時
〜

23
日
○月
午
後
11
時　

■
入
札
期
間　

7
月
30

日
○月
午
後
１
時
〜
８
月
６
日
○月
午
後
１
時

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
５
１　

■他
市
HP

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語　

■対
小
学
生　

■内
税
金
全
般
、
納
税

遊
ぶ　

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た

く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
け
た
り
し
な
い

▽
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い

▽
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

メ
ロ
ン
が
旬
を
迎
え
ま
す
！　
　
　

７
月
６
日
は「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

　

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
最
盛
期
が
７
月
で
、

「
６
」
と
い
う
数
字
が
メ
ロ
ン
の
形
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
７
月
６
日
を
庄
内

砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
と
し
ま
し
た
。
庄
内
砂
丘

メ
ロ
ン
は
、
約
１
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
、

全
国
各
地
の
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
鶴
岡

市
の
特
産
物
で
す
。
当
日
は
庄
内
空
港
・
加

茂
水
族
館
で
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
石
田
幸　

▽
地
主
幸
平　

▽
庄
司
敏
明　

▽
鈴
木
元
女　

▽
榎
本
玲
子　

▽
金
内
淳　

▽
加
藤
勝　

▽
五
十
嵐
武　

▽
石
川
正
廣　

▽
奥
泉
修
子　

▽
五
十
嵐
信
樹　

▽
叶
野
勉　

▽
成
澤
礼
子　

▽
島
津
玄
眞　

▽
小
南
孝
子　

▽
手
塚
柳
治　

▽
村
田
仁
美　

▽
宅
井
洋
子

▽
清
和
正
志　

▽
平
藤
博
巳　

▽
長
南
征
子　

▽
帯
刀
春
男　

▽
宮
崎
清
男　

▽
本
間
晴
美　

▽
齋
藤
俊
美　

▽
五
十
嵐
英
司　

▽
伊
藤
ゆ

み
子

■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
の
救
護
施
設
の
運

営
等
多
く
の
事
業
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
会
計
決
算

▼
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
実
績　

平
成
23

年
３
月
12
日
か
ら
30
年
３
月
31
日
現
在
ま
で
、

本
市
に
は
１
億
１
、
０
５
６
万
円
の
義
援
金

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
ち
８
、
７

４
０
万
円
は
県
支
部
を
通
じ
て
被
災
者
支
援

の
た
め
に
送
金
し
ま
し
た
。
な
お
、
義
援
金

の
募
集
は
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

総
ぐ
る
み
で
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間　

７
月
20
日
○金
〜
８
月
19
日
○日

■
重
点　

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め

・
非
行
及
び
犯
罪
被
害
防
止　

▽
子
供
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
・
飲
酒
運
転
の
撲
滅　

▽
海
・
山
・
川
で
の
事
故
防
止　

▽
身
近
な

犯
罪
等
の
防
止　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内

線
１
６
３

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
強

調
月
間
で
す
。
全
国
一
斉
に
街
頭
広
報
活
動

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
全
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
、
子
供
が
健
や

か
に
育
つ
地
域
社
会
の
実
現
は
全
て
の
人
の

願
い
で
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

平
成
29
年
度 

日
本
赤
十
字
社

鶴
岡
市
地
区 

決
算
・
活
動
報
告

　

多
額
の
会
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
会
費
収
納
会
計　

■
会
費
合
計　

２
、
３

６
０
万
６
、
９
０
０
円　

■
会
員
数　

個
人

…
３
万
３
０
６
人　

法
人
…
５
９
８
件

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
会
費
は
全
額
を
日
本

赤
十
字
社
山
形
県
支
部
に
送
金
し
て
い
ま
す
。

は
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ

９
月
中
旬
以
降
入
居

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

階
数
・
間
取
り

戸
数

岡鶴
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

２
階
・
３
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

大
西
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

２

木
造
２
階
建
て
長
屋
・

３
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
て
２
階
・

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
１
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■申
７
月
２
日
○月
〜
20
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎

内
線
４
８
３
ま
た
は
藤
島
・
朝
日
・
温
海
庁

舎
産
業
建
設
課
へ

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〞

夏
の
安
全
県
民
運
動

　

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に

よ
る
気
の
緩
み
等
か
ら
、
交
通
事
故
や
青
少

年
の
非
行
等
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、
県
民

市有地を分譲します
中心市街地居住促進事業

■申本所都市計画課内線464

　市内指定区域内にある老朽危険空き家（不良住宅）
の寄附を受けて解体・整地した土地を、若者世帯・子
育て世帯・移住希望者へ分譲します。詳しくは市HP。
■物件１　本町２丁目18番６（ほか１筆）
▷地積………167.72㎡（50.73坪）　
▷分譲価格…316万9,000円
▷単価………１万8,900円／㎡（６万2,467円／坪）
▷用途地域……商業地域
■物件２　新海町22番１
▷地積………187.09㎡（56.59坪）
▷分譲価格…357万3,000円

▷単価………１万9,100円／㎡（６万3,140円／坪）
▷用途地域……第２種住居地域
■共通
▷募集区分……宅地分譲
▷高度地区……第１種高度地区
▷申込み………先着順
▷申込み資格…若者世帯、子育て世帯、市外からの移
　住希望者
▷分譲条件……つるおか住宅活性化ネットワーク加盟
　事業者による「つるおか住宅」を建築すること（物　
　件１は前面敷地〈41.65㎡〉について建築条件あり）　

鶴岡市地区会計

歳 入
507万2,880円

鶴岡市地区会計

歳 出
507万2,880円

運営協議会費
15万4,413円

災害救護費
22万7,631円

災害等資金積立金
20万6,144円

各種助成金各種助成金
57万1,500円57万1,500円

会員募集管理事務費会員募集管理事務費
89万2,412円89万2,412円

人件費人件費
95万7,539円95万7,539円

協力団体交付金等協力団体交付金等
197万3,241円197万3,241円

海浜救護所関係費
9万円

県支部支出金
35万1,500円

県支部交付金県支部交付金
472万1,380円472万1,380円
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